
 

 

主催 国土交通省 国土技術政策総合研究所 

共催 （財）日本建築設備・昇降機センター 

 

シンポジウム・視察のご案内 

 

 「ビジターが安心して楽しめるアトラクション施設の整備・運営」 

－さまざまな関係者における安全への取り組み－ 

 

 

国民のみなさんのレジャー需要は多様化する一方で、安全・安心への関心はますます高まっていま

す。遊園地など、多くのビジターを迎える施設において、ひとたび事故が生じた場合、ビジターの生

命、健康はもとより、当該施設の経営、さらには地域経済や他の施設運営にも大きな影響を与えるこ

とが少なくないことは言うまでもありません。 

 我が国における遊園地は、少子化等の影響を受け、産業全体としては厳しい環境もみられますが、

アジアの中で日本は多くの遊園地を有する国であることは間違いなく、海外も含めた広域的な集客を

実現している例もあります。また、世界的には、米国を本拠に世界で年間数億人の誘客を誇るユニバ

ーサルスタジオやディズニーリゾートのように、業界全体が安全確保に取り組むことでビジターが安

心して楽しむことができ、産業さらには地域の発展にもつながっていくという観点から、関連業界の

ネットワーク等に対し、安全対策に関する積極的な情報提供や技術的な協力を進め、米国あるいは世

界における遊戯施設の安全規格の制定等をリードしてきている状況もあります。 

こうした中で、経営者の理解のもと、能力のある技術者を確保し、効果的に安全な運営管理を行うと

ともに、施設の運営、整備、管理を行う関係者間のネットワークも求められているところです。 

 このため、昨年の東京開催に引き続き、大阪で本シンポジウムを開催することとし、遊戯施設の安

全対策に造詣の深い青木義男・日本大学教授に世界の最新の動向なども踏まえた基調講演をいただき

ますとともに、ユニバーサル・スタジオ・ジャパン（大阪）及びひらかたパークの運営事業者、遊戯

施設メーカー等から、各社の安全への取り組みや関連情報等を紹介いただき、併せて、パネルディス

カッションを通じて、日本における今後の遊園地、誘客施設の安全対策のあるべき方向性やネットワ

ークについて、考えることを目的に開催するものです。 

さらに、シンポジウムの翌日には、㈱ユー・エス・ジェイのご協力を得て、シンポジウム参加者の

中から希望者に対するユニバーサル・スタジオ・ジャパン（大阪）の保守管理エリアの視察も予定し

ており、遊園地の経営、施設の安全管理、行政における指導部局、地域の観光振興などに、責任ある

立場で関わられる方々の積極的なご参加を期待しています。 

 

開 催 概 要 

シンポジウム日時：平成 23 年 2 月 23 日（水） 13 時 30 分～17 時 30 分 

シンポジウム会場：ユニバーサル・スタジオ・ジャパン内会議場 

※ＪＲユニバーサルシティ駅徒歩１０分程度                    

※参加者の方には後日参加票と案内図をお送りします。               

視 察 日 時：平成 23 年 2 月 24 日（木） 9 時～12 時 30 分、13 時～16 時 30 分 

※ 参加者の方にはシンポジウム当日、集合時間、場所等をご連絡します。 

参 加 料：無 料 

定 員：シンポジウム約 250 名、視察約 150 名  申し込み受付は終了しました（2/10） 

 ※ なお本シンポジウムへの参加は、遊戯施設の経営・運営、安全管理等の実務に関わる方を 

対象としております。ご理解・ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。 



「ビジターが安心して楽しめるアトラクション施設の整備・運営」 

－さまざまな関係者における安全への取り組み－   

 

 

プログラム（内容は、変更することがありますのでご承知おきください） 

 

第 1 日 2 月 23 日（水） 13 時 30 分～17 時 30 分 シンポジウム 

 １．開会 

   趣旨説明及び国総研における遊戯施設等の安全に関する研究報告 

国土技術政策総合研究所 等 

２．基調講演（仮題） 

～世界の動向を踏まえた安全対策への今後の取り組みについて 

青木 義男氏 日本大学 理工学部精密機械工学科 教授 

３．報告(仮題)  

(1) 遊戯施設の動向やハード面からみた安全管理について 

岩永 厚博氏 ㈱サノヤス・ヒシノ明昌 陸上営業本部レジャー営業部課長 

(2) ひらかたパークの安全管理の取り組みについて 

金澤 一徳氏 ㈱京阪レジャーサービス 代表取締役社長 

(3) ユニバーサル・スタジオ・ジャパンの安全管理の取り組みについて 

大出 賢幸氏 ㈱ユー・エス・ジェイ オペレーション本部技術部長 

(4) 事故情報の共有 －大阪府事故条例の取り組み－ 

滑川 秀明氏 大阪府 住宅まちづくり部 建築指導室建築安全課長 

  ４．パネルディスカッション 

    ～今後の遊園地の安全管理に求められるもの 

        進行：青木教授  パネリスト：報告者の皆様 

 

第 2 日 2 月 24 日（木） ユニバーサル・スタジオ・ジャパン 保守管理エリア 視察 

所要時間：3時間半程度、２施設及び中央検査場(会場外)を予定 

  ・午前の回： 集合 ９時  ～ 解散 １２時３０分頃 

  ・午後の回： 集合 １３時 ～ 解散 １６時３０分頃 （午前、午後とも同じ内容です） 

※「視察」時刻は目安です。集合時刻と場所は、23 日のシンポジウム当日、参加予定者にご案内します。

※途中からの参加や退出はできません。 

 

※申込方法： 申し込み受付は終了しました（2/10） 

  以下の項目を明記の上、E-mail にてお申し込みください。 

① 氏名、所属、連絡先住所、電話番号、E-mail アドレス 

② 視察参加について  

・視察希望の有無（視察が定員を超えて参加できない場合、シンポジウムのみに参加するかどうかも含む） 

・視察希望の回： 第１希望（午前の回/午後の回 

第２希望（午前の回/午後の回/第１希望が不可の時は参加しない）  

 

※申込先： LLP 人間環境デザイン研究所（シンポジウム事務局） E-mail：post＠hed-lab.jp 

※申込締切り：平成 23 年 2 月 10 日（木）17 時 （申し込み受付は終了しました） 

※ご注意： 

１）先着順で受付いたしますが、申込み状況に応じて、一社あたりの参加人数を制限させていただく場合があ

ります。あらかじめご了承ください。 

２）申込受付が完了された方には『参加票』を郵送いたします。当日は『参加票』をお持ちでない方はご参加

いただけません。なお、定員に達し、参加をお断りする方にはメールにてご連絡いたします。 

 


